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公
民
館
と
は
、
社
会
教
育
法
と
い
う
法

律
に
基
づ
き
市
町
村
が
設
置
す
る
施
設

で
す
。皆
さ
ん
の
教
養
を
高
め
、
地
域
の

文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
、
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象
に
し
た
継

続
的
、組
織
的
な
学
習
の
場
で
す
。

　

ま
た
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
通
じ
て
、
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
も

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
公
民
館
で
は
、
各
種
講
座
な

ど
を
開
催
し
て
、
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
活

動
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

役場の隣に建つ「公民館」

皆さんは利用したことがありますか？

行けばきっと、あなたの「学びたい！」が満たされる

そんな場所なのです

公
民
館
っ
て

こ
ん
な
施
設
で
す

　

皆
さ
ん
の「
学
び
た
い
」と
い
う
意
欲
に

対
応
し
た
効
果
的
な
生
涯
学
習
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
本
町
の
公
民
館
も
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
と
そ
の
家
庭
を
対
象
と
し
た

も
の
、
成
人
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
も

の
、
芸
術
文
化
活
動
を
支
援
す
る
も
の
、

文
化
財
保
護
と
継
承
を
目
的
と
し
た
も

の
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
で
学
習
機
会

を
企
画
・
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
を
対
象
と
し
た
も
の
は
、
子
ど

も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
全
に
育
つ
こ

と
を
念
頭
に
置
い
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

弟
子
屈
の
公
民
館
が

目
指
す
も
の

に
は
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
が
行
う
教
育

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
発
揮
し
、
相
互
に

連
携
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
。町

公
民
館
が
行
う
事
業
も
、
そ
の
一
翼
を
担

え
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
楽
し
く
学
習
を
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
、
活
動
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
も
で

き
る
よ
う
、
活
力
あ
る
生
活
を
送
り
、
社

会
参
加
も
で
き
る
よ
う
多
様
な
学
習
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
が
さ
ま

ざ
ま
な
学
び
の
機
会
を
得
て
、
主
体
的
に

学
習
で
き
る
よ
う
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
公
民
館
で
は
、
今
年
度
も
多
彩
な
事

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
増
進
に
役
立
つ
も
の
や
弟
子
屈

高
校
と
の
連
携
に
よ
る
専
門
性
の
高
い

も
の
、
郷
土
の
自
然
や
歴
史
を
学
ぶ
も

の
、
芸
術
や
文
化
に
触
れ
る
も
の
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
予
定
し
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま

た
、
そ
の
都
度
、
広
報
紙
や
チ
ラ
シ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
楽
し
み
な
が
ら
知
識
と
教

養
を
高
め
て
み
ま
せ
ん
か
。多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
講
座
活
用
で

心
豊
か
な
生
活
を

昨年度行われた事業の様子

①生きがい講座弟子屈学級の開講
式　②公民館講座でスポーツに親
しむ　③公民館講座で和気あいあ
いと洋裁を楽しむ　④摩周おこと
子ども教室で子どもたちが筝（そう）
を学ぶ　⑤さまざまな展示が行わ
れたロビー展　⑥摩周焼陶芸講座
で多目的カップ作りに挑戦　⑦摩
周多夢窯陶芸講座の様子　⑧生き
がい講座弟子屈・川湯学級合同の室
内小運動会

①②③

④⑤

⑥⑦⑧
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本町の歴史・文化を学ぶ機会を提供す
る。

事業名 目的 内容

摩周おこと子ども教室 筝（そう）の演奏を通して、和楽器と日
本の伝統文化に触れる。

生田流琴友会の指導のもと、筝の演奏
に挑戦する。

青少年とその家庭対象
対象

小・中学生

世代間交流事業
核家族化や少子化が進む中、高齢者
と子どもが交流する機会を設け、遊び
や体験を通して楽しみながら学ぶ。

生きがい講座川湯学級生と小学生が芋
掘り・料理・ゲームなどで交流する。

高齢者
小学生

夏休みこども体験学習
さまざまな体験活動を通して、心豊
かでたくましく生きる力と、ふるさ
と愛を育む。

釧路市立博物館や釧路市こども遊学館
などの夏休みイベントに合わせて、体
験や見学を行う。

小学生

公民館ミニコンサート 芸術・文化に関心を持ち、楽しむことが
できる環境をつくる。

摩周おこと子ども教室受講生と指導者
の生田流琴友会の皆さんほか公民館音
楽サークルの皆さんのコンサート。

土曜授業公民館連携講座
公民館講座を小学校が行う土曜授業
の学習として活用してもらうこと
で、児童と一般の方の交流を図る。

公民館講座のうち小学校の土曜授業に
取り込めるものを、児童と一般の方が
一緒に学ぶ。（西別岳登山）

町民

事業名 目的 内容

公民館講座

町民の方の学習ニーズへ対応できる
ような、また日ごろの課題解決の役に
立つような学習機会の充実により、教
養の向上、健康増進、文化振興を図る。

今年度の講座については、その都度、広
報紙やチラシなどでお知らせします。

成人・高齢者対象
対象

弟子屈町民大学校
心の豊かさや生きがい、生活や職業
上の能力向上のため、幅広い分野の
講座を楽しく学べる環境をつくる。

今年度の講座については、16ページを
ご参照ください。 成人

町民大学校
「生きがい講座」

高齢者が健康で明るく生きがいのあ
る毎日を送るため、時代に対応した
知識を習得する。また、参加者同士の
親睦も深める。

弟子屈学級と川湯学級でそれぞれ月に
１回、工夫を凝らした講座を受講。

高齢者
（60歳以上

の方）

事業名 目的 内容

公民館ロビー展 文化活動の情報発信を行う。
町公民館のロビーを活用し、町民の方
の作品展や、公民館講座受講生の作品
展示を行う。

芸術・文化活動
対象

芸術鑑賞バス事業 近隣市町村で開催される公演などを
鑑賞する機会をつくる。

生涯学習バスを利用し、近隣市町村で開
催される質の高い文化公演に触れる。

事業名 目的 内容
公民館ふるさと講座
「アイヌ文化体験」 アイヌ文化に触れる機会を提供する。アイヌ文様の刺しゅうを学ぶ。

文化財保護・継承活動
対象

ふるさと講座
「郷土史入門」 てしかが郷土研究会会員による講演会。

今年度予定されている事業

問い合わせ先／町公民館☎４８２‐２３４０

　

町
公
民
館
で
は
前
述
の
と
お
り
、
皆
さ

ん
の
生
涯
学
習
を
支
援
し
、
地
域
の
文
化

向
上
に
資
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業

を
展
開
す
る
た
め
、
事
業
ご
と
に
計
画
・

立
案
、
実
行
、
評
価
、
見
直
し
を
行
い
、
よ

り
質
の
高
い
学
習
機
会
が
提
供
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の
声
や
公
民
館
運
営
審

議
会
の
意
見
を
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
文
化
活
動
の
拠
点
を
担
う
公

民
館
。ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
に
寄
り
添
う

公
民
館
で
あ
る
た
め
に

わたしたちが待っています！
（町公民館の全スタッフ）

町公民館が優良表彰受賞
　

町
公
民
館
が
第
67
回
優
良
公
民
館

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
学
習

活
動
に
大
き
く
貢
献
し
た
公
民
館
を

文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
。

２
０
１
４
年
度
は
全
国
か
ら
77
施
設
、

道
内
か
ら
は
本
町
を
含
む
３
施
設
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

町
公
民
館
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域

に
密
着
し
た
学
習
機
会
の
提
供
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。60
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
を
対
象
に
し
た
町
民
大
学
校「
生

き
が
い
講
座
」は
30
年
以
上
開
講
さ
れ
、

弟
子
屈
・
川
湯
両
学
級
で
毎
月
１
回
、多

彩
な
講
座
を
展
開
し
て
い
ま
す
。ま

た
、
広
く
町
民
の
方
を
対
象
と
し
た
弟

子
屈
高
校
と
の
連
携
講
座
を
行
う
な

ど
学
習
内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

吉
備
津
安
夫
館
長
は「
今
後
も
町
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
施
設
で

あ
る
よ
う
努
力
し
続
け
た
い
」と
話
し

て
い
ま
す
。

２人に学知賞授与

　

第
１
回
町
民
大
学
校「
弟
子
屈
学
知

賞
」授
与
式
が
３
月
18
日
、町
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
町
公
民
館
が
主
催
す
る
講

座「
町
民
大
学
校
」の
う
ち
、
１
年
間
を

通
し
て
６
割
以
上
の
講
座
に
参
加
さ

れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
。

　

第
１
回
目
の
今
回
は
、
種
田
マ
サ
子

さ
ん
と
高
田
裕
子
さ
ん
に
学
校
長
の

小
林
教
育
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

昨年度、新たに開催した
公民館まつり（右）と公民館
ミニコンサート（左）
今年度も継続予定です

文部科学省（東京都）で行われた表彰式表彰を受ける種田さん（右）と高田さん（中央）


